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Abstract
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¶leprevalenceoffわodallergiesinthegeneralpopulationisestimatedtobeabout2%inJapan.

Toavoidtheonsetofanallergy,food-allergicpatientshavetoexcludespecificoffendingfoodsfrom

theirdiet.ItisdifflCultforfood-allergicpatientstodineoutandbuyready-madeproducts.We

usedthemethodofquestionnairestosurvey20familieswithfood-allergicpatientsinordertoascer-

tainwhetherdiningoutandhome一mealreplacementareused.Fourteenfamiliesansweredthat

theydinedoutbecausetherestaurantsthattheychosefeaturedvariousdishesontheirmenus,and

thedesiredmealscouldbeselected.Ontheotherhand,sixfamiliesdidnotdineout.neydined

atarestaurantonlyifitclearlyindicatedtheuseofingredientsthatcouldcausepotentiallyfatalaller-

gicreactions.Inaddition,12familiesusedhome-mealreplacementsandchoseshopsthatclearlyin-

dicatedtheuseofallergy-provokingingredientsorfeaturedvariousdishesontheirmenus.Eight

otherfamiliesthatdidnotbuyready-madeproductspreferredadelicatessenstorewheretheclerk

wouldhavesufficientknowledgeaboutfoodallergy.Fromthissurvey,itappearsthatmanyfamilies

withfood-allergicpatientsusediningoutandhome-mealreplacements.However,theyprefer(1)

restaurantsthatclearlyindicatedtheuseofallergyprovokingingredientsand(2)delicatessen

stores,sinceappropriateindicationisnecessarytopreventanadversereactiontofわod.
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Ⅰ.描 王ヨ

近年,生活環境の変化,食生活の変化,アレルギー体質の遺伝,精神環境の変化により,ア

レルギーを発症する人は増加傾向にある1)｡現在,わが国における食物アレルギー有病率は,

乳児で約10%,3歳児で約5%,学童以降で1.3-2.6%程度と考えられており,全年齢を通して

1-2%程度であると考えられている2)｡食物アレルギーによって引き起こされる症状は,皮

膚症状が88.6%,呼吸器症状が26.8%であり,ショック症状も10.9%と少なくない2)｡特に,皮

膚,呼吸器,消化器など多臓器に症状が現れ,時に血圧低下も伴うアナフィラキシーショック

は,生命に危険を与えうる｡ アナフィラキシーショックの発症場所としては自宅が最も多いが,

毎日利用する学校や職場以上に,ファース トフードやレス トラン (食堂)での発症がみられて

いる3)｡食環境が多様化し,食の外部化現象も進展している中で,今後も外食 ･中食を利用す

る際に,アナフィラキシーショックが発症する可能性は大いにあるといえる｡ また, 1歳以上

の食物アレルギー患者を持つ保護者の,食物アレルギーに関する悩みとして ｢購入 ･外食｣が

40%以上を占めていることからも,食物アレルギー保持者を持つ家庭が外食 ･中食を利用する

にあたり,何らかの不都合や要望があると考えられる4)｡

そこで本研究では,食物アレルギー保持者を持つ家族を対象とし,外食 ･中食の利用状況お

よび外食 ･中食を提供する側に対する要望について,現状を把握するためにアンケート調査を

行った｡その上で,今後の外食 ･中食における食物アレルギー対策の取り組みに繋げることを

目的とし,検討を行った｡

Ⅰ.調 査 方 法

2008年9月から10月に行われた食物アレルギー教室の参加者に,表 1に示すアンケート調査

表を配布した｡なお,本調査において ｢外食｣とは飲食店など家庭外で食事をした場合,｢中食｣

とは,すでに調理された惣菜や出前などの調理済み食を家庭で食べた場合とし,アンケートへ

の回答を依頼した｡アンケート調査表の回収数は42で,その内,家族の中で食物アレルギーを

持つ方がいると回答した20を有効回答とし,集計した｡

Ⅱ.調 査 結 果

本調査で家族の中で食物アレルギーを持つ方がいると回答した20の調査表より,食物アレル
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表 1 アンケート調査表
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食物アレルギーを持つ方の外食 ･中食の利用状況に関するアンケート

私たちは,食物アレルギーのご家族をお持ちのご家庭での,外食 ･中食の利用状況を把握することを目

的とし,研究を行っています｡なお,アンケートの記入は無記名ですから,個人情報が公表されることは

ありません｡大変お手数ですが,アンケートにご協力お願いいたします｡

圧] ご家族の中で食物アレルギーをお持ちの方はいますか? [はい ･いいえ]

-いいえと答えた方はこれで終わりです｡ご協力ありがとうございました｡

[ヨ 食物アレルギーの原因となる食品はどれですか?

[卵 ･牛乳 ･小麦 ･落花生 ･そば ･えび ･かに ･その他]

(その他記入欄 :

B] 【外食について】

① 食物アレルギーをお持ちの方に提供する食事で,外食を利用していますか? [利用しない ･利用する]

② B]の①で [外食]を利用すると答えた方は,どのような店を利用しますか ?また,利用しないと答

えた方は,今後外食を利用するとしたら,どのような店を利用したいですか?(複数回答あり)

a.食物アレルギーに関する知識が豊富な店 b.アレルギー表示がされている店

C.食物アレルギー対応の情報を提供している店 d.メニューが多様で,料理を選択しやすい店

e.その他 ( )

③ 且 の②で回答した中で,最も利用するのはどの店ですか?また,利用しないと答えた方は,どの店

を1番に選びますか?1つだけに丸をつけてください｡

a.食物アレルギーに関する知識が豊富な店 b.アレルギー表示がされている店

C.食物アレルギー対応の情報を提供している店 d.メニューが多様で,料理を選択しやすい店

e. その他 (

④ 食物アレルギーをお持ちの方が外食を利用する場合,お困りの点はありますか?

(

@] 【中食について】

中食とは,調理済み食 (すでに調理された惣菜,出前など)を家庭で食べた場合 を言います｡

① 食物アレルギーをお持ちの方に提供する食事で,中食を利用していますか? [利用しない ･利用する]

② 回 の①で [中食]を利用すると答えた方は,どのような店を利用しますか ?また,利用しないと答

えた方は,今後外食を利用するとしたら,どのような店を利用したいですか?(複数回答あり)

a.食物アレルギーに関する知識が豊富な店 b.アレルギー表示がされている店

C.食物アレルギー対応の情報を提供している店 d.メニューが多様で,料理を選択しやすい店

e. その他 ( )

③ @]の②で回答した中で,最も利用するのはどの店ですか?また,利用しないと答えた方は,どの店

を1番に選びますか?1つだけに丸をつけてください｡

a.食物アレルギーに関する知識が豊富な店 b.アレルギー表示がされている店

C.食物アレルギー対応の情報を提供している店 d.メニューが多様で,料理を選択しやすい店

e. その他 (

④ 食物アレルギーをお持ちの方に提供する食事で中食を利用する場合,お困りの点はありますか?

)

ご協力ありがとうございました｡
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ギーの原因となる食品は,｢卵｣13名で最も多く,次いで ｢牛乳｣7名,｢小麦｣5名,｢落花

生｣3名,｢そば｣5名,｢えび｣2名,｢かに｣1名,｢その他｣14名であった (図 1)｡ その他

には,｢りんご｣と ｢トマ ト｣が2名,｢もも｣,｢鶏肉｣,｢豚肉｣,｢ウインナー｣,｢大豆｣,｢大

豆油｣,｢とうもろこし｣,｢キウイ｣,｢ごま｣,｢うずらの卵｣がそれぞれ 1名であった｡

卵 牛乳 小麦 落花生 そば えび かに その他

(複数回答可)

図 1
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外食を利用すると回答した人が利用している店は,｢メニューが多様で,料理を選択しやす

い店｣が10名で最も多く,次いで,｢食物アレルギー対応の情報を提供している店｣が8名,｢ア

レルギー表示がされている店｣が6名,｢食物アレルギーに関する知識が豊富な店｣が4名,｢そ

の他｣が5名であった (図3)｡ ｢その他｣の店では ｢マクロビレストラン｣,｢和食の店｣,｢ア

レルギー用お子様メニューがある店 (低アレルゲンメニュー)｣などの回答が得られた｡その

中でも,最も利用する店は,｢メニューが多様で,料理を選択しやすい店｣が6名で最も多く,

次いで,｢アレルギー表示がされている店｣が5名,｢食物アレルギーに関する知識が豊富な店｣

が3名,｢その他｣が1名であった｡｢その他｣の店では,｢低アレルゲンメニューがある店｣

との回答が得られた｡

食物アレルギーに関する知識が豊富な盾

アレルギー表示がされている店

食物アレルギ-対応U)情報を提供 している店

メニューが多様で､料理を選択 しやすい盾

その他

0 2 -1 6 t3 10 1L)(

人)(複数回答可)

図3 外食を利用する人が店を選ぶ時の条件外食を利用しないと回答した人が,今後利用する場

合に利用したいと考える店は,｢アレルギー表示がされている店｣が3名で最も多く,次いで,

｢食物アレルギーに関する知識が豊富な店｣が2名,｢食物アレルギー対応の情報を提供してい

る店｣,｢メニューが多様で,料理を選択しやすい店｣はそれぞれ1名であった (図4)｡また,

その中でも最も利用したい店は,｢食物アレル

ギーに関する知識が豊富な店｣,｢アレルギー表示がされている店｣がそれぞれ2名で最も多

く,次いで,｢食物アレルギー対応の情報を提供している店｣,｢メニューが多様で,料理を

選択しやすい店｣がそれぞれ1名であった｡外食を利用すると回答した人が,外食を利用する
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食物アレルギ-に関する知識が豊富な店

アレルギー表示がされている店

食物アレルギー対応U)情報を提供している店

メニューが多様で､料理を選択しやすい店

0 1 2 3 4 (人)

(複数回答可)図4 外食を利

用しない人が店に求める条件と回答した人が,外食の利用について困る点として,｢原材料

がはっきりしないので,利用できない (卵,牛

乳,落花生,そば,えび,大豆油アレルギー保持者)｣,｢食べるものがないこと (卵,牛乳,小麦,落花生,そば, トマ ト,とうもろこし,キウイフルーツ,ごま,大

豆アレルギー保持者)｣のような回答が得られた｡

中食については,中食を利用すると回答した人は12名,利用しないと回答した人は8名であり

,60%の人が中食を利用しているという結果が得られた (図5)｡利用しない40

% 図5 中食の利用状況 利用する60 %中食を利用すると回答した人が利用している店
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の他｣がそれぞれ1名であった (図6)｡ ｢その他｣の店では生協 (グリーンコープ)との回答

が得られた｡その中でも,最も利用する店は,｢アレルギー表示がされている店｣が4名で最

も多く,次いで ｢メニューが多様で,料理を選択しやすい店｣が3名,｢食物アレルギーに関

する知識が豊富な店｣が2名,｢食物アレルギー対応の情報を提供している店｣,｢その他｣が

それぞれ1名であった｡｢その他｣では,｢安心 ･安全だから｣との回答が得られた｡

食物アレルギーに関する知識が豊富な店

ア レルギー表示がされている店

食物アレルギー対応U)情報を提供 している店

メニューが多様で､料理を選択 しやすい店

その他

0 2 ⊥1 6 8 (人)

(複数回答可)図6 中食

を利用する人が店を選ぶ時の条件中食を利用しないと回答した人が,今後利用する場合に利用した

いと考える店は,｢食物アレルギーに関する知識が豊富な店｣が4名で最も多く,次いで ｢アレ

ルギー表示がされている店｣が3名,｢食物アレルギー対応の情報を提供している店｣,

｢メニューが多様で,料理を選択しやすい店｣がそれぞれ2名であった (図7)｡また,その中でも最

も利用したい店は,｢食物アレルギ

ーに関する知識が豊富な店｣が2名で最も多く,次いで ｢アレルギー表示がされている店｣,｢

食物アレルギー対応の情報を提供している店｣,｢メニューが多様で,料理を選択しやすい

店｣がそれぞれ 1名であった｡中食を利用すると回答した人で,中食を利用する場合に困る点として

,｢セルフ形式の場合,共同の トングなどに (食物アレルギーの原因食品が)付着してしま

っている点 (卵,牛乳アレルギー保持者)｣,｢アレルギー対応のものがないとき (卵,牛乳

,小麦,落花生,そば, トマ ト,とうもろこし,キウイフルーツ,ごま,大豆アレルギー保持者)｣
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食物アレルギーに関する知識が豊富な店

アレルギー表示がされている店

食物ア レルギー対応の情報を提供 している店

メニュー一が多様で､料理を選択 しやすい店

その他

0 1 2 3 4 5 (人)

(複数回答可)図7 中食を利用しない人が店に求める条件レルギ

ー物質が入っていないか,混ざっていないかが心配なので中食しない (落花生,えび,かにア

レルギー保持者)｣のような回答が得られた｡次に,食物アレルギーの原因食品別に集計し

,外食 ･中食の利用状況について検討した｡特に今回の調査で食物アレルギーの原因食品として

多くみられた,卵,牛乳,小麦,落花生,そばを対象とした｡その結果,落花生またはそばにア

レルギーを持つ万で外食を利用している方は,ともに0%であった｡一方,卵にアレルギーを持

ち,落花生またはそばにアレルギーを持っていない方の外食の利用状況は89%であり,牛乳また

は小麦にアレルギーを持ち,落花生またはそばにアレルギーを持っていない方の外食の利用状

況はともに100%であった｡中食の利用状況については,落花生にアレルギーを持つ方の33%,そばにアレル

ギーを持つ方の60%が利用していた｡落花生またはそばにアレルギーを持っておらず,鶏卵,牛乳ま

たは小麦にアレルギーを持つ方の中食の利用状況については,それぞれ,67%,100%

,50%であった｡Ⅳ.考 察平成18年,19年度厚生労働科学研究 (主任研究者今井孝成

)の調査結果によると, 1歳以上の子どもを持つ保護者の食物アレルギーに関する悩みとし

て,｢購入 ･外食｣が多 くを占めることが明らかとなった4)｡また,｢外食は危険で不安であ



食物アレルギーを持つ方における外食･中食の利用状況について 95

しており,外食や中食を利用している割合は少なくなかった｡

しかし,食物アレルギーの原因食品別での利用状況をみると,落花生またはそばアレルギー

保持者の外食の利用率はともに0%であり,中食の利用率も,落花生またはそば以外のアレル

ギー保持者と比べ,低い割合であった｡このことから,原因食品によって,外食 ･中食の利用

状況が異なり,特に落花生やそばのように重篤なアレルギー症状を引き起こす可能性の高い食

物に対してアレルギーを持つ方にとって,外食 ･中食の利用は困難であることが分かった｡

また,外食 ･中食を利用している人は ｢多様なメニューを揃えている店｣や ｢アレルギー表

示がされている店｣を選択している傾向にあり,｢食物アレルギーに関する知識が豊富な店｣

を選択する人は少なかった｡一方で,外食 ･中食を利用していない人が行きたい店としては,

｢アレルギー表示がされている店｣や ｢食物アレルギーに関する知識が豊富な店｣を選択して

いたことから,｢食物アレルギーに関する知識が豊富な店｣が少ない為に,外食や中食を利用

したくてもできない状態にあると推測された｡さらに,外食 ･中食を利用する人もしない人も,

提供する店に対して,アレルギー表示を求めていることが分かった｡

アレルギー表示に関しては,平成22年から,容器包装された加工食品においては,卵,乳,

小麦,落花生,そば,えび,かにの表示が義務付けられることとなった6)｡ しかし,飲食料品

を製造,もしくは加工し,一般消費者に直接販売する場合 (対面販売,量 り売 り等),容器包

装の面積が 30cm2以下のもの,外食は対象外となっている7)｡このようにアレルギー表示の規

定がなされていても,表示が免除されている外食や中食が存在することから,食物アレルギー

保持者にとっては,外食や中食を利用するには充分な環境であるとは言えない｡さらに,｢食

物アレルギー発症回避のためのアンケー ト調査｣によると,アナフィラキシーショックの原因

となった食品の形態は,｢容器包装加工食品｣,｢店頭販売品｣が多くを占め,次いで ｢レス ト

ラン (食堂)｣が上がっており,これらは毎日利用する ｢給食｣より多い3)｡

現在,学校給食に対しては,｢学校のアレルギー疾患に対する取 り組みガイドライン｣が出

されており,食物アレルギー-の対応の充実がはかられている｡ しかし,外食 ･中食に対して

は,食物アレルギー対応についてのガイドラインは出されておらず,今後も外食 ･中食を利用

した場合に,アナフィラキシーショックを引き起こす可能性が考えられる｡ 食物アレルギー保

持者が外食や中食をより安心して利用できる環境を作るためには,アレルギー表示を積極的に

行うとともに,外食先でアナフィラキシーショックが発症した場合の対応方法についても検討

する必要があると考えられた｡
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